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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。

377人目
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木村礼壮
Reiso K imura

奥田　今回、木村さんと初めてお会いして、とて

も珍しいお名前だと思ったのですが、このお名前

にはどんな由来があるのでしょうか。

木村　礼壮（れいそう）というのですが、たしか

に珍しい名前ですね。よく、お寺の息子ではない

かと尋ねられるのですが、私の家はまったくお寺

とは関係なく、かつて海外で仕事をしていた伯父

がつけてくれたものです。

奥田　伯父さまは、どんな思いで名付けられたの

でしょうか。

木村　それが、木村の「K」に合うイニシャルを

探したというのです。それで、筆記体で書いたと

き、きれいに見えるのが「R」で、礼壮と名付けた

と聞きました。

奥田　画数とか漢字の意味とかではなく？

木村　はい。「R」がきれいに見えるというのは私

にはよく分かりませんが、イニシャルから決めた

ことは確かなようです。ただ、ユニークな名前ゆ

えに、検索すると必ずヒットするのは便利ですね

（笑）。

奥田　そんな名付け方もあるのですね。ところで、

小さな頃はどんなタイプのお子さんだったのでし

ょうか。

木村　体が弱く、小児喘息の発作をしばしば起こ

していました。そのたびに両親は夜中でも病院に

連れて行ってくれたのですが、そのせいか、割合

甘やかされて育ったようです。
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「ものづくりの環」の詩「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいますものを使う人がいます

ものを売る人がいますものを売る人がいます

ものをつくる人がいますものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めますいつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意（おもい）が新しいものを生みますその意（おもい）が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──使う人、売る人、つくる人──

私たちは「ものづくりの環」のなかで私たちは「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っていますすべての人の心が豊かになることを願っています

使う人使う人
売る人売る人

つくる人つくる人

BCNは「ものづくりの環」を支えBCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です育むメディア企業です

※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

http://www.bcn . co. jp/

奥田　それはつらかったですね。

木村　小学生の頃は、体育の授業はほとんど休

んでいましたが、中学生になると喘息も治まって

きて、高校からは普通の生活を送れるようになり

ました。ただ呼吸器系が弱く、いったん風邪をひ

くと治るまで2週間くらいかかるんですね。でも、

コロナ禍で感染しないよう注意していたら、それ

以来、風邪もひかなくなりました。

奥田　やはりマスクやうがいなどは、予防効果が

あるのでしょうね。ところで、体育の授業を休ん

でいたということは、運動はあまりすることがで

きなかったのでしょうか。

木村　当時、運動をすると苦しくなるのでやりた

くなかったですね。学校も休みがちで、絵を描い

たり、粘土で工作したりするのが好きでしたね。

あと、理科系の科目が好きでした。

奥田　高校卒業後は、米国の大学に留学されて

いますね。

木村　英語が苦手だったから、米国に行けば英

語がうまくなると思ったんです。

奥田　えっ？　それはどういうことですか。

木村　実は、小学生のときに英語塾に通ったこ

ともあり、英語はけっこう得意でした。ところが、

中学校に入って初めてのテストで、全部できたか

ら100点だと思ったら、ピリオドを書き忘れたため、

30点くらいになってしまったんです。

奥田　それはずいぶん厳しいですね。

木村　そんなことがあって、好きな理科系の科目

は勉強していましたが、英語という教科そのもの

に不信感を持ってしまい、嫌いになってしまった

のです。

　そのため、高校に進んでも英語の成績は悪いま

まで、自分が行きたいと考えていた大学に合格で

きそうもない状況にありました。

奥田　それで留学を考えられたと。でも、米国で

の生活は大変だったのではないでしょうか。

木村　それは、英語が苦手なのにわざわざ米国ま

で行ったわけですから、毎日が苦しかったですね。

奥田　入学試験に合格するのも大変ですね。

木村　まずサンフランシスコに渡って、1年間英

語学校で学んだ後、大学の入試試験を受けまし

た。専攻は経営工学でしたが、理科系だから何と

か卒業できたものの、文科系だったらかなり厳し

かったと思います。

奥田　卒業後、米国に残るという選択はなかった

のですか。

木村　英語は少しできるようになったもののネイ

ティブとは全然レベルが違いますし、食べ物も日

本のほうが格段においしいです。だから、ずっと

日本に帰りたいと思っていて、実際、卒業したら

すぐに日本に戻りました。

奥田　留学したことで、どんなことが得られまし

たか。

木村　日本人はおおむね同質ですから、あうんの

呼吸が通じる社会が形成され、少々曖昧な表現

でも相手に理解してもらえます。これに対して米

国人は千差万別ですから、全て論理的に説明しな

いと分かってもらえません。そうしたことを体感

したことが、私にとっての大きな学びでした。

奥田　そういう違いに、すぐに対応できましたか。

木村　最初はそれにすら気づかず、日本にいたと

きと同じようなコミュニケーションをとっていまし

た。相手が私の思いを察してくれるようなことは

一切なく、はっきりと結論を先に言わないと誰も

話を聞いてくれません。

　そんな経験をしてから、論理的に考えて論理的

に行動することが必要であると思うようになった

のです。

奥田　それは、その後の木村さんのキャリアに影

響を及ぼしましたか。

木村　そうですね。この留学経験は自分にとって

の糧となったと思います。仕事をしている中で、

たまにちょっと相手と違った発想をすると、「木村

さんは米国人だから」とか言われますし（笑）。

奥田　思考のプロセスが米国人っぽくなっている

ということですか。

木村　そうですね。欧米の最新技術に触れるため

には、そういう振る舞いが必要でしたから、そう

いった思考プロセスを身に付けたことは自分にと

ってよかったですね。

奥田　大学卒業後、日本に戻られて沖電気工業

に入社されるわけですが、最初からIT系の企業

で働こうと考えられていたのですか。

木村　いいえ、IT業界に入るという発想はありま

せんでした。米国から帰ってきて、日本でどうや

って就職するのか分からなかったんです。

奥田　国内の大学とは事情が違いますものね。

木村　書店でいろいろ調べていると「留学生のた

めの就職ガイド」という本を見つけました。これ

は自分にぴったりだと思って、そこに掲載されて

いる会社を片っ端から受けようと考えたのです。

社名の五十音順に掲載されていたため、最初に沖

電気工業を受けたのですが、そこでいきなり内定

が出ました。他社も受けてみようかと思ったので

すが、親からは「内定が出たら、その会社に行く

のが普通みたいだよ」と言われ、何も分からない

まま入社しました。

奥田　木村さんの実力とはいえ、とてもいいタイ

ミングでうまく就職できたのですね。

木村　ITの最新情報や最先端技術は英文文献か

らしか得られないため、欧米流の読み書きに慣れ

ていたことはとても大きかったですね。�（つづく）
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論理的に考えて
論理的に行動することの大切さ

最近の木村さんのお気に入りは、2024年に購入し
た2画面を備えたASUS製のノートPC。移動外出
時も作業効率がとてもいいとのこと。ARグラスを
装着すればそこに画面が映り、寝ころんでも仕事
ができる。PC作業による肩こりに悩まされていた
木村さんだが、これでその悩みも解消したそうだ。

デュアルディスプレイの
ノートPC
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